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ガマおよびコイ心房筋活動電位と

先行休止との関係
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        L 緒 言

 田中らは長時間休止後のハツカネズミおよびウ

サギの心房筋について，最初に誘発された活動電

位はplateau相の著しい短縮を示し，ある頻度

の反復刺激によって著明なplateau形成が生ずる

ことを報告した4）5）6）．

 一方，冷血脊椎動物の心固有筋活動電位の波形

に関する報告は多いが3）7）8）9）10），特に長時間休止

後の活動電位に注目して検討した報告はない．著

者らは，温血動物心筋で得られた現象が，冷血脊

椎動物において見いだされるかどうかを検討する

ため，自動能を全く有しないガマおよびコイ心房

筋標本を用いて実験を行なった．

 その結果は，長時間休止後の温血心活動電位に

みられるようなPlateau相の短縮は認められなか

ったので，その結果をここに報告する．

         n・実験方法

 実験動物は，ガマとコイを用い，心臓摘出後心房部を

約2×5mm2の自発性興奮の全くない条片標本として，

各々に対する生理的塩類溶液中におき実験に供した．

 用いた生理的塩類溶液は次のごとくである．ガマ用：

NaCl O，65％， KCI O．01490， CaC12 O．012flo（， Na

HCO30．012％．コイ用：NaCl O．75％， KCI O．02

％o， CaCI2 O．02％， NaHCO3 O．002fO750．

 細胞内電位の誘導は懸垂法により行ない，刺激は外部

電極より与えた．これらの装置はすでに報告した温血動

物におけるものと同様である5）．実験は夏期室温で酸素

供給下において行なった．

        m・実験結果

 第1図は休止後のガマの心房条片に種々の間隔

で2回の反復刺激（条件および試験刺激）を与

え，誘発された活動電位の重畳記録である．各々

1 ．5 SEC 1．O O．8

   O．6 O．5 O．4
 第1図種々間隔の2回刺激によるガマ心房筋活動
    電位の重畳記録．各記録の下の数字は刺激
    間隔（秒）を示す．各々の記録間の休止期

    間はすべて2分である，

の記録の下に記された数字は刺激間隔（秒）であ

り，各記録問の休止期間は両図とも常に2分とし

た．保たれた静止電位および長時間休止後の活動

電位はそれぞれ90mVおよび105mVで，すで
に報告されたものと同様である3）8）9＞．試験刺激

に対する活動電位は，条件刺激に対するものに
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聖．5 O．8

  O．6 O．4 O．37第2図種々間隔の2回刺激によるコイ心房筋活動
   電位の重畳寵録．各記録下の数字は刺激間

   隔（秒）を示す．各々の記録間の休止期間

   はすべて2分である。

此べて刺激間隔約1sec以下では漸次短縮し，大
きさを減ずる．この関係は横田9）による報告にお

およそ一致する．！ sec以上では両者はほぼ一致

し，1．2～L5secでは完全に重畳する．それ以

上間隔を長くしても二二の波形の差は認められな

かった．この刺激間隔の短縮による活動電位の短

縮，大きさの減少ば，脱分極時間，潜時および閾

値の上昇を伴い，不応期における活動電位の変化

である．

 また第2図は全く同様の実験をコイ心房筋にお

いて行なった記録例である．静止および活動電位

の大きさ，波形は，コイについてすでに報告され

ているものと同様である1）2）．この例では，活動

電位の波形はガマに較べてplateauがやや短く，

やや急な再分極に続く陰性後電位が著明である．

刺激間隔が2sec以上では，常に条件および試験

刺激によるものと全く一致し，それ以下になる

と，試験刺激による活動電位は，条件刺激のもの

と比較してその持続時間の短縮と大きさの減少

が認められた，なおこの際脱分極時間潜時の延長

が伴うことは，ガマの場合と同様である．この例

ではガマの例に較べplateau相が短いのにもかか

わらず，不応期が長い．

 以上の結果は，不応期をこえた種々の時間休止

した後のガマおよびコイの心房筋活動電位は変化

を示さず，不応期に入り，はじめて短縮すること

を示している．

 更に，これらの標本に2sec以上の間隔で数回

反復刺激を与えても活動電位波形の変化はみられ

なかった．また長時間酸素供給を遮断しても，各

先行休止に対応する活動電位波形に変化は認めら

れなかった．

      「v・総括ならびに考察

 温血動物心固有筋においてs長時間休止後，最

初に誘発された活動電位はplateauが著しく短
く，ある頻度の反復刺激によってplateauの延長

が起こるので，冷血脊椎動物心，ガマおよびコイ

心房筋における本実験の結果，不応期における活

動電位以外は先行休止期間と無関係に一定の波形

を示した．

 温血心において活動電位の波形，特にplateau

形成は活動電位発生の初；期条件，すなわちその

ときの形質膜のイオン透過性に依存すると考えら

れる．このイオン透過性は，活動電位終了後経時

的に変化し，陰性後電位の変化はその経過を示す

ものであろう．これらのことから，今回行なった

ガマおよびコイ心房筋では，不応期以後は形質膜

のイオン透過性の変化は，温血心に較べ著しく小

さく，かつ酸素張力の変化に対しても安定なもの

であると思われる．
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